
 

 

           
              

  
                    

 

差別について考える  

                                                             校長  鈴木 真史  

差別的な言動は、相手に不快な思いをさせ、関係も悪くしてしまいます。いじめも差

別的な言動から始まる場合が多くみられます。「差別はいけないことだ」と理解してい

る人は多いと思いますが、なぜ差別がなくならないのでしょうか。差別する気持ちの中

には、知らず知らずのうちに心に作ってしまう上下関係が作用しています。  
 次の場面では、Ｂさんの言葉は差別的な言葉でしょうか？  
 
 
 
 

日常的によくあることで、Ｂさんは決して差別的な気持ちで言っているのではあり

ません。でも、見方を変えると上から目線であることに気づくでしょうか？  
 
 
 
 
 

差別する気持ちがなくても差別的な言葉であることに気づく気持ちが、人間関係を

よりよくするためには大切です。言葉に敏感になることが人間関係を豊かにします。で

はこの場合、Ｂさんは何と言えばよかったのでしょう？  
 例えばこんな言葉はどうでしょう。  
 
 

同じような上から目線の言動は日常でもよくあります。例えば、  
○  スピードの遅い高齢ドライバーに対して  →  「速く走れ！」と言ってしまう。 
○  店員さんの「ありがとうございました」に対して  →  黙って無視する。  
○  お金持ちの人を見て  →  しゃくにさわる。  
○  ある結果に対して  →  「普通はそうしないよね」と言ってしまう。  

人間は感情をもっていますので、差別的な気持ちがわいてしまうことはあります。し

かし、その気持ちは、よくないことだと気づいて言葉や態度に出さないようにすること

が大切です。  
 お子さんと会話する時も、「そんなことも分からないの ?」という言葉でなく、「何

かお母さん（お父さん）が手伝えることはある ?」と言った方が、劣等感を持たせるこ

ともなく自分で考え、周りに助けを求めようとするきっかけをつくってあげられると

思いませんか？  
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Ａさん  
この問題難しくて解けないこまったな。  

B さん  
教えてあげようか。  

B さん  

Ａさん  

分かって

いる自分

が上  

分からない  
Ａさんが下  

私がお手伝いできることはありますか？ 
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